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地域とお客様の発展のために

　平成30年に明治維新150年を迎え、明治維新を主導し、後の明治政府においても多くの人材を輩出した薩長土肥
の４県内に本店所在地を置く、５つの金融機関による「薩長土肥包括連携協定」を締結しております。当行では、本協定
の協働事業の一環として平成27年10月より「明治維新観光定期預金」を８回に渡り販売しており、お預入れ頂いたお
客様の中から抽選で４県への旅行券やご当地観光物産品をプレゼントするキャンペーンを行いました。
　※本定期預金の販売は終了しております。

「明治維新観光定期預金」の販売

　当行では、株主の皆様への日頃のご支援に感謝するとともに、より多くの皆さまに中長期的に当行株式を保有してい
ただくことを目的とし、「株主優待制度」を設け「株主優遇定期預金」を取り扱っております。

株主優待制度について

≪参加金融機関≫
○南日本銀行（鹿児島県：薩摩）○東山口信用金庫（山口県：長州）○高知銀行（高知県：土佐）○幡多信用金庫（高知県：土佐）
○佐賀共栄銀行（佐賀県：肥前）

第三回  坂本  龍馬　編第二回  大隈  重信　編 第一回  五代  友厚　編

第五回  吉田  松陰　編 第六回  西郷  隆盛　編 第七回　勝　海舟 編 第八回　完結 編第五回 吉田 松陰 編 第六回 西郷 隆盛 編 第七回 勝 海舟 編 第八回 完結 編

第四回  大久保  利通　編第三回 坂本 龍馬 編

了

第二回 大隈 重信 編第 回 五代 友厚 編 第四回 大久保 利通 編

スーパー定期預金（株主優遇定期預金）
平成30年3月31日現在で、当行株式を100株以上保有されている株主ご本人様（個人・法人）
※対象の確認のため、「株主優遇定期預金ご優待券」が必要になります
※保有株式数100株以上1,000株未満の方は優待券を1枚、1,000株以上の方は2枚贈呈
平成30年7月2日から平成31年6月28日まで
1年ものスーパー定期預金店頭表示金利＋0.3％
1年
優待券1枚につき、10万円以上500万円以下（1円単位）
●「株主優遇定期預金ご優待券」を、株主総会決議ご通知に同封し、対象となる株主様へ郵送いた
します。お預け入れ時にご優待券をご提示ください。●ＡＴＭ、インターネットバンキングでのお取
扱いはいたしません。●株主様お一人につき１店舗でのお取扱いとさせていただきます。

1. 商品名
2. 対象株主様

3. お取扱期間
4. 適用金利
5. お預け入れ期間
6. お預け入れ金額
7.ご利用方法
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　当行では、九州地区の第二地方銀行６行（福岡中央銀行、佐賀共栄銀行、長崎銀行、豊和銀行、宮崎太陽銀行、南日本
銀行）で共同運営する事業組合システムバンキング九州共同センターの勘定系システムを株式会社ＮＴＴデータが提
供する金融機関向け勘定系システム「BeSTAcloud」へ移行し、平成31年1月4日より稼働を開始しました。
　新システム移行により、お客さまにより満足いただけるよう、サービス向上に努めてまいりますので、今後ともお引き
立てのほど宜しくお願い申し上げます。

　  FAQ
Q.どうして新システムに移行したのですか？
A.新システムに移行することで、お客さまのニーズにあった商品・サービスをより迅速に提供できるようになりました。
　また、様々な制度変更等へ迅速に対応できるようになることもお客様にとってメリットになります。

Q.現在、利用しているキャッシュカードは、これまでどおりに利用できますか？

A.現在利用いただいているキャッシュカードは、そのままご利用できます。

Q.ATMについて、機能や操作方法に変更はありますか？

A.ATMの機能追加及び変更がございます。

　①通帳でのお引出し・お振込みが可能になります。

　　キャッシュカードに限らず、通帳でのお引出し・お振込みが可能になります。

　　※キャッシュカードの発行（暗証番号の登録）がお済みのお客さまに限ります。

　

　②磁気修復機能が追加されます。

　　読み取り不可となった通帳の磁気修復がATMでも行えるようになります。

　　※該当通帳が本人確認済の口座であることが条件となります。

　

　③振込機能に農協（JA）が追加されます。

　　農協（JA）へのお振込が可能となります。

　④お取引時に取引（支払・入金・振込）等の銀行別手数料一覧を画面にてご確認いただけます。

　　手数料一覧をご確認いただけるようになります。（下記、イメージ画面をご参照ください。）

新システム移行について
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※その他のFAQ及び新システム移行に伴う商品・サービス・機能の詳細につきましては、お客さま向けパンフレットを
　ご参照ください。

Q.給与、年金、配当金、その他振込の受取口座として利用していますが、何か手続きは必要ですか？
A.これまで通りにご利用いただけますので、お手続きの必要はございません。

Q.通帳・証書・カードのお取扱いについて、現在、利用している通帳・証書は、これまでどおりに利用できますか？
　また、繰越する場合にはどうなりますか？
A.現在お持ちの通帳・証書はそのままご利用いただけます。
　また、通帳・証書はデザインが新しくなります。

（主なデザイン変更例）

旧 新

定期積金通帳定期積金通帳

旧 新

当座預金当座預金

旧 新

総合口座通帳①総合口座通帳①

旧 新

総合口座通帳②総合口座通帳②

旧 新

普通預金通帳普通預金通帳

旧 新

定期預金定期預金
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鹿児島を盛り上げるために活動するサッカーチーム「鹿児島ユナイテッドFC」を応援する商品として、昨年好評頂き
ました『鹿児島ユナイテッドFC定期預金』を再販（平成30年3月12日～平成30年5月31日）しました。本商品は、預
金総額の0.01％相当額（上限100万円）を鹿児島ユナイテッドFCへ支援として贈呈するとともに、ご契約頂いたお客
様の中から抽選で500名様に“オリジナル折り畳みシートクッション”のプレゼントや、当クラブの2018年シーズン年
間順位に応じて定期預金金利がアップするなど、当クラブのサポーター増加も企図した商品としております。
※本定期預金の販売は終了しております。

【2018年シーズン年間順位】
第２位
【適用金利】
基準金利（期間１年）　×　４倍

鹿児島ユナイテッドFC定期預金の再販

【適用金利概要（参考）】
年間順位１位（スーパー定期預金１年もの基準金利　×　５倍 ）
年間順位２位（スーパー定期預金１年もの基準金利　×　４倍 ）
年間順位３位（スーパー定期預金１年もの基準金利　×　３倍 ）
年間順位４位（スーパー定期預金１年もの基準金利　×　２倍 ）
年間順位５位（スーパー定期預金１年もの基準金利　×　１倍 ）

鹿児島ユナイテッドＦＣ
J2昇格おめでとうございます!
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　平成30年4月22日（日）、鹿児島市社会福祉協議会主催によ
り「第８回ボランティアでまちを美しく～おもてなしの心をもって
～」が開催され、当行から160名が参加、天文館周辺の清掃活動
が行われました。当行では地域清掃活動やかごしまマラソン等、
各種ボランティア活動へ積極的に参加しております。

ボランティア活動への参加

各種商談会への出店支援
　お客様のビジネスニーズにお応えするために当行では、「なん
ぎんニュービジネスクラブ」を運営しています。当クラブでは、会
員の皆様の経営に役立つ月刊誌の発行や会員の皆様の様々な
相談にお応えしたり、文化経済講演会などを通じ、会員の皆様の
事業支援活動を行っております。

なんぎんニュービジネスクラブ

　平成30年4月に、お取引先企業の新入社員及び若手社員を対
象に「2018なんぎんビジネスセミナー（第22回接遇・マナー研
修）」を開催しました。お取引先40社110名の皆様のご参加が
あり、ご好評いただきました。
（講師：㈱清友　代表取締役　宮之原　明子氏）

なんぎんビジネスセミナーの開催

　青少年育成の一環として、鹿児島市少年サッカー連盟主催の
鹿児島市少年サッカーリーグ「なんぎんカップ」への協賛や、ビー
チサッカー大会「なんぎんＥＣＯカップ」の開催等、地域イベントへ
の協賛を行っています。

地域イベントへの参加、協賛

「南友会」～企業交流会の開催～

地域貢献活動
　当行は、地域経済活性化及びＣＳＲ活動の一環として、様々なボランティア活動・地域イベントに積極的に参加し、地域貢献活動を行っております。

　南九州地域の農業、食料を中心とした産業振興を行い、地域経
済の活性化に寄与するために、「鹿児島アグリ＆フード金融協議
会」（鹿児島県内7金融機関で構成）に参画し、販路開拓及び事業
展開支援に向けた各種相談会への出店支援を行っております。
【主な支援事例】
・かごしまの逸品商談会（平成30年1月、当行より10社参加）
・地方創生「食の魅力」発見商談会2018（平成30年6月、当行よ
り5社参加）

　鹿児島県内の若手経営者及び後継者を中心に、お取引先企業
を会員とした「南友会」を運営しております。例会を定期的に開催
しており、セミナーや交流会を通じ、会員相互間の交流を図りつ
つ地域経済活性化のお手伝いをしております。
（会員数：平成30年9月末　140名）
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●同仁貯金合資会社設立（創業）
●本店／鹿児島県姶良郡東国分村
　（現霧島市国分広瀬）
●鹿児島無尽株式会社に組織変更
●鹿児島支店（現本店の旧館）新築落成
●鹿児島無尽株式会社、
　鹿児島相互無尽株式会社合併設立
●資本金5,000万円
●相互銀行法施行に伴い、
　株式会社旭相互銀行に商号変更
●資本金1億円
●定期積金取扱開始
●内国為替取扱開始
●旭相互銀行健康保険組合発足
●日本銀行と当座取引開始
●日本銀行歳入代理店事務取扱開始
●旭ビルディング（株）設立
●旭保養センター完成
●創業50周年
●資本金6億円
●資本金6億3,000万円
●本店増改築落成
●資金量1,000億円突破
●行内報「あさひ」創刊
●資本金10億円
●両替業務取扱開始
●為替オンラインシステム稼動
●資本金18億円
●資金量2,000億円突破
●第1次オンラインシステム稼動
●全銀データ通信システム加盟
●外国為替業務取扱開始
●「旭相互銀行史」発刊
●旭霧島荘オープン
●旭ボランティアサークル結成
●資金量3,000億円突破
●相銀ワイドサービス（SCS）取扱開始
●金の売買業務取扱開始
●国債窓口販売業務開始
●資本金27億2千5百万円
●「調査速報」発刊
●資金量4,000億円突破
●南九州サービス（株）設立
●「あさひワイドカード」取扱開始
●相銀データ伝送システム（SDS）取扱開始
●第2次オンラインシステム稼動
●MMC（市場金利連動型預金）発売開始
●旭ファイナンス（株）設立〈現 なんぎんリース（株）〉
●自由金利型定期預金の取扱開始
●旭ビジネスサービス（株）設立
●鹿児島ネットサービス（KNS）取扱開始
●公共債ディーリング業務取扱開始
●あさひニュービジネスクラブ（ANBC）設立
●福岡証券取引所に株式上場
●旭相互銀行厚生年金基金設立

●外替オンラインシステム稼動
●公共債フルディーリング業務取扱開始
●南日本銀行VI発表
　（シンボルマーク、ペットネーム「フレッシュバンク」を制定）
●海外コルレス業務取扱開始
●普通銀行に転換、南日本銀行に商号変更
●（社）全国銀行協会へ加盟
●下甑村指定金融機関事務取扱開始
●東京支店、東京事務所開設
●資本金46億4千万円
●無償増資により資本金48億9千5百万円
●アサヒエステート（株）設立
●全国キャッシュサービス（MICS）に参加
●南日本バンクカード（株）設立
●イメージキャラクター「なんちゃん・ミミちゃん」決定
●サンデーバンキング実施
●テレビ広告開始
●里村指定金融機関事務取扱開始
●中間発行増資により資本金67億7千7百万円
●本店営業部全面改装
●地元5行庫による店舗外現金自動設備の共同利用開始
●第3次オンラインシステム稼動
●本店営業部・県庁出張所開設
●「なんぎん産学交流支援サービス」取扱開始
●「なんぎん懸賞付定期預金」発売
●本店の建物が県内初の登録有形文化財に登録
●郵便局とのATM（CD）相互利用開始
●証券投資信託の窓口販売業務取扱開始
●第三者割当増資により資本金91億1百万円
●損害保険商品窓口販売開始
●生命保険窓口販売開始
●ダイレクトローンセンター業務開始
●四半期情報開示開始
●執行役員制度導入
●決済用普通預金取扱開始
●本店が鹿児島市より「環境管理事務所」に認定
●なんぎん住宅ローンセンター開設
●第三者割当方式によるA種優先株式150億円発行
●資本金166億1百万円
●なんぎん個人相談プラザ開設
●花棚支店開設（22年3月移転オープン）
●熊本支店（河原町支店及び熊本市場支店を統合後）熊本
営業部へ昇格

●ミナミネット支店開設
●WIN-WINネット業務開始
●種子島支店リニューアルオープン（新築移転）
●西谷山出張所開設（25年4月移転オープン）
●with youプラザ開設
●創業100周年
●上川内出張所開設（26年2月移転オープン）
●伊集院支店リニューアルオープン（新築移転）
●西田支店オープン（城西支店と宮田通支店を統合）
●笠之原支店リニューアルオープン（新築移転）
●紫原支店リニューアルオープン（新築移転）
●上町支店リニューアルオープン（新築移転）
●東京支店リニューアルオープン
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　 主要な業務内容

　 南日本銀行のあゆみ 

預金業務

融資業務

当座預金、普通預金、貯蓄預金、通知預金、定期預金、
納税準備預金等を取り扱っております。

手形貸付、証書貸付、当座貸越を取り扱っております。
また、手形の割引（商業手形等の割引）を取り扱っております。

国際業務

証券業務

外国為替業務等を行っております。

附帯業務 損害保険及び生命保険の窓口販売などを行っております。内国為替業務 送金為替、代金取立等を取り扱っております。

WINーWINネット業務 中小規模事業者のお取引先に対して、新たな販路開拓や事業運営方法の改善を行っております。

国債等公共債の売買業務を行っております。


